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モモちゃんの誌は宇ども向けなのに、話定こわ

い話が出てきます。パパが「くつJだけ帰ってく

るとか、死神がママをたずねてくるとか。子ども

のころは、ふ んこわいなぁと思っていただけな

のですが、大人になって読んでみると、それはパ

パとママがけんかをしていて、援に削れて暮らす

ことになり、.‘後にlまパパがをくなってしまうお

話だったことが分かりました。著者の松谷みよ子

さんによると、このお話は自分のこどもたちが小

さかったころのことを、子どもたちに伝えるよう

に書いたのだそうです。そのころとしてはまだ少

なかった衝くお話さんならではの器もあります。

モモちゃんを「あかちゃんのうちJ (いまの保育

酋)につれていった藷とか、仕草で荘しくてお誼 ・1

えの烏袖に商に会わなかった謡も。

モモちゃんのママはいろんなこと

に悩んでいました。大人の世界の

嵩もごまかさず、宇どもに益えよ

うとしたから、このシリーズIま今

でもたくさんの人に読まれている

んだと思います。 (裕)

「ちいさいモモちゃん」という

本を、小学生のころ何回も読んで

いました。

「モモちゃんJという赤ちゃん

がだんだん大きくなって、 「アカ

ネちゃんJ という蕗ができて、 ~j~
学生になっておねえちゃんとして

議.長していくお嵩です。

転も演がどλいるおねえちやんでした。おねえ
ちゃんはいろいろとがまんしなければならないこ

とがあり、お話さんから揺られることが謀よりも

芸いような魚がします。おねえちゃんだから、躍

の世積もしなければなりません。そんな自分のこ

とと、 「モモちゃん」の婆を量ね答わせたのか、

この本が大好きでした。

モモちゃんの弱音Iまさ誌で6偏あります。最後

の「アカネちゃんのなみだの海」ができたときは、

1961与に最初のお話を書いてから総30与たっ

ていたんだそうです。

私は最後の本を大人になってから読みました。

その時になって、なるほど、と分かったことがた

くさんありました。

はがきやお手紙、

ファクス、メール、

なんでもオッケ一。

芸高lこある 「こと毒血道
.'1ラτJ一斉"C.Iこ送ってく
ださい。

しょうかいした本への感想や、

みんなに読んでほしい大好きな

1さつ、夢中になってるシリー

ズをぜひ教えてね。

みんなの声でこのコーナーを

作れたらいいなと思っています。

井上裕子

..ち.，
部長

ち"Wかつどう.. 
勉餓活動翻ζ豆~詑老じゃ獄かったら

英語しゃべれるオフィスレディー

手どものころl之あこがれていたのは、英語ガペラペラでハイヒールをは 霊ど。田舎の高校生がちょっと英語を頑張っ芝
いて、かっこいいスーツを毒てオフィスを芸<長桂lこなることでした。怠 ー語、長では騒動こ怠らなかったのです。夫毎Iぎ尚
んでだろ~。確かなことは忘れてしまったのですが、テレビで見るアメリ =はずーっと落ちこぼれ学生でし定。

力の蚕妊で面<長経がすごくかっこよかったからだと忌います。量する|こ、言 でも、誌きで仕ご事をする挙は岳てきれず、

アメリカかぶれ、だつだ訳です。 三卒業して入社しだのはアメリカの企業の日本

苔と量って、年最!こluf菌Xの%壬ちいまぜんし、話で列;酋Xを負か11~ 詰士。妊丙支醤1ëJ:~~喜というさHfでしだ。 当然、
ることも与なかっ定。そして長室詰の副長!こ怠んて通わぜてちらえ怠かっ 三妊丙!こはアメリカで語つだとか、アメリカの

だので、ラジオの皐薩誌告を詩Z画いていました。出事長ではi詰告がこ善 言矢挙を尋濯しだとか、結言ペラペラのXばかり。やっぱり脅舟ぴはするも
~3き。語禄|こ怠ると惹|こ難しくなっ定数料暑と揺踊し、語自の詰;遍をj主き 三 のではないと患いましたが、*薗の1i鍾で衝いたニ佳箇は誌のX廷で量量
そう|之主主りながらこなしていました。英語を必死で勉強したのは、東京|こ 言な経験でしだ。

行きだい、海外巴行きだい、その一心からでした。 孟 英語ばかりの理由では主主いですが、その会社をやめて、信濃毎日新聞社

法儲かなって量京の夫毎主になっだ也のの…。 結言の夢lま古ち訴かれて 言 |こ うに在しました。いまは~詰より白~語、の1Ì'事をしていますが、括討
しまいましだ。英語専攻だっ左ので、回り!こは7フメリ力で育つ左人や 三 「スーツケースを引っ張って、出張でさっそうと海外l之出掛ける私」を夢
「蚕夫|こ合くはずだっ定JX、ぷさい扇から英会誌善説z通っていたXな ー貞だりします(笑)


